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「
=R」
という 葉を問いたことはありませんか ?
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Red∪ce:リデュース

Reuse :リユース

Recycle:リサイクル

「乙R」は、こみを限りなく減らすことでごみの焼却や埋立処理による環境への負担をできるだけ少なくし、

さらに、限りある地球の資源の使用を減らすために、資源を有効的に繰り返し使う社会 (これを「循環型

社会」と言います)を実現するための、重要なキーワードです。

「リデュース」、「リユース」、「リサイクル」、どれも重要な行動ですが、特に、こみの発生、資源の消費を

もとから減うすリデユースが一番重要新勘 です。

ますは、「こみになるものを買わない、もらわない」「長く使える製品を買う」行動を心がけましょう。

3Rの優先度
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ロリサイクルされた製品を買う

Reuse

eり艶(“
のように販売店で回収し、専門

業者で洗つて再使用する容器)

のものを買う

■リサイクルショップを利用する

Q鞠汁
もらわない

■長く使える製品を買う

リデュース

Reduce

また、「 3R+Renewable(リ ニューアブル)」という考え方も、近年重要になっています。

「 Renewable」 とは、「再生可能な資源に替える取り組み」です。例えIよプラスチック製のレジ袋を

「′ヽイオマスプラスチック」製に替えることが「リニューアブ,レ」のひとつです。原料が植物などの再生

可能な資源であり、焼却処分したとしても、バイオマスのもつカーボンニュートづル性から、,F出され

るCOJよ植物が吸収した量と同じであると考えられます。

とみの発生、資源の消費をもとから減うすこと

くり返し使うこと

資源として再び利用すること

一番大事なのは ?
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脱炭素社会の実現が、将来世代へ限りある資源をつないでいきます

地球温R受化による気候変動によつて、深刻な自然災害が世界中で頻発しています。

その対策として最も重要なことが「脱炭素」。2020年 10月、政府は2050年までに温室効果ガスの

,1出を全体としてゼロにする、カーボンニュートラ
'レ

を目指すことを宣言しました。脱炭素の流れは、

世界共通の目標となっています。これが、限りある資源を守ることにもつながります。

「 3R」は、私たちが脱炭素社会の実現へ貢献できる、最も身近な取り組みの一つです。

身近な

古着やフリマの活用も
リユース!

古いスマホやPCも
リサイクル !

省包装製品などを
選ぼう!

→

環境省

選ぼう!

キヤンベーン

ReoStyle

なぜ必要なの7
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もやつてるよ!

くわしくは 国


